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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
0次予防は「心の不調が起きる前の、さらに前の段階で健康な状態をつくる」取り組みです。
従来の予防（1次〜3次）よりも早い段階で、職場の土台を強化し、心の健康を育てます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「なぜ0次予防が大切なのか？」については、心の不調が起きてから対応するのでは遅く、未然に健康な状態をつくり育てることで、職場の生産性や創造性の向上につながるためです。管理職が職場の心理的安全性や支援体制を整える役割を担い、心の健康を守るだけでなく職場全体の活力を高めるために重要とされています。
この考え方は、ストレス社会において早期対応よりもさらに前の段階での健康づくりが効果的であることを示しており、管理職の実践が職場のメンタルヘルスに大きな影響を与えます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本生産性本部　メンタルヘルス研究所　2025.11.10発表
MH取り組みのアンケート　最近３年間で心の病が増加傾向にあった企業は約４割（39.2％）
会社の理念、経営方針が従業員に浸透していない企業の半数で心の病気が増加傾向
上場企業２，８１４社人事対象　１７１社回答
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１０－２０代　37.6％　３０代　33.5％
２０代　コロナの頃に入社　対人関係が築きにくかった？
３０代　働き方改革でワークライフバランスがとりやすくなった
５０代　業務のDX化で使えないと仕事にならない、介護の問題を抱える世代
６０代　定年後の再雇用、延長されたことでキャリアプランが描きにくい
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
リスキリング：技術革新に伴う新たな業務に必要なスキルを習得する
DX対応　
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークエンゲージメントとは、従業員が仕事に対してポジティブで充実した心理状態を指します。具体的には、以下の3つの要素が満たされている状態です：
活力（Vigor）：エネルギーに満ち、仕事に対して積極的に取り組む姿勢。
熱意（Dedication）：仕事に対する情熱や誇りを持ち、意義を感じること。
没頭（Absorption）：仕事に深く没頭し、時間を忘れるほどの集中力を持つこと。�ワークエンゲージメントが高い従業員は、仕事に対する満足感が高く、組織への帰属意識も強くなります。これにより、企業の生産性向上や業績向上に寄与する重要な要素となります。 
ワークエンゲージメントとは、従業員が仕事に対してポジティブで充実した心理状態を指します。具体的には、以下の3つの要素が満たされている状態です：
活力（Vigor）：エネルギーに満ち、仕事に対して積極的に取り組む姿勢。
熱意（Dedication）：仕事に対する情熱や誇りを持ち、意義を感じること。
没頭（Absorption）：仕事に深く没頭し、時間を忘れるほどの集中力を持つこと。�ワークエンゲージメントが高い従業員は、仕事に対する満足感が高く、組織への帰属意識も強くなります。これにより、企業の生産性向上や業績向上に寄与する重要な要素となります。 
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
シャウフェリ教授　提唱　一時的な状態でなく持続的　安定的に仕事と向き合っている状態
向上させることで生産性向上、離職率低下、メンタルヘルスの安定
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ストレスチェックの活用
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
企業理念の浸透は従業員の心の健康維持・向上に直結する重要な要素、理念が浸透していないと従業員が孤立しやすく、ストレスやこころの病気が増加する傾向にあります。理念が浸透している職場では目的意識や一体感が生まれ心の健康が守られやすくなる
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
トヨタ：８０か所の社員寮、恋活プログラム　会社バス運行　事業所内託児施設
楽天：ウェルビーイングサーベイ　健康セミナー、家事代行サービスの法人契約　カフェテリアにおける無料食事補助
ロート：ウォーキングイベント、ARUCO（歩いて貯まる健康社内通貨）ロートネーム（親しみやすい呼び方）社内企業プロジェクト（７社）
三菱地所：短時間フレックスタイム勤務、人間ドック補助、エリアセレクト制度（育児、介護、転勤　勤務地の変更）　ラインケアセミナー
PG：イベント参加推奨（健康づくり、メンタルヘルスケア、働き方、職場環境整備　企業内保育所　育休取得　復職計画プログラム
イケア：従業員食事補助　オンライン学習ツールの無料提供、短時間正社員制度、成果型ボーナス制度
明治安田：妊産婦通院休暇、介護のための労働時間の柔軟化、食生活改善スマホアプリの利用、社員意識調査の実施
ユーエスジェイ：ユニークなサービス、イベント、季節に応じたパーティーやイベント、家族や友人を招待できる無料パス配布、禁煙外来の受診補助
デンソー：副業制度、退職者　休職者の再雇用　同性パートナーシップ制度　構内バリアフリー化
味の素：健康改善があった従業員を表彰、健康アプリ　社員食堂とのコラボ　時間・場所に拘束されない働き方の整備　フレックスタイム制
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